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生育を脅かす要因

田のあぜでカントウヨメナといっしょに生えることもありますが、
より乾燥したススキ草原のような場所にも多く見られます。 茎は
大人の背丈くらいの高さなり、 上部はよく枝分かれします。 葉
のかたちはさまざまですが、 カントウヨメナよりも切れ込みが深
くなる傾向があります。

　ユウガギクは漢字で柚香菊と書きます。そう、 ユ
ズ （柚子） の香りがする菊という意味です。 ところ
が花にそれらしき香りはまったく感じられません。
ある日、 葉をちぎるとユズのような香りがするとい
う記述を見つけ、 実際に確認してみました。 その結
果、 かすかにですが、柑橘のような香りがすること
を感じ取ることができました。 皆さんも機会があっ
たら確認してみてくださいね。

ユズの香りはするか

市内全域に分布し、 日当た
りの良い場所に見られます。

千葉県野田市の植物を動画で紹介！わぴちゃんねる
https://www.youtube.com/channel/UCJvrXBJegnWATWd-UZsNzCA

カ ン ト ウ ヨ メ ナ、 ユ ウ ガ ギ ク と も に、 果 実 の て っ ぺ ん に
0.25mm ほどとルーペを使わないとわかりにくいような微細な冠
毛 （綿毛） があります。 西日本に分布するヨメナとオオユウガ
ギクはこの冠毛がもう少し長く、 肉眼でも確認できます。

夏の終わりから秋にかけ、 茎の先に直径 2.5cm ほどの花を１つ
ずつ咲かせます。 舌状花はふつう白色ですが、 カントウヨメナ
のような薄紫色の花をつける株もあります。
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市内ではそれほど珍しいものではあ
りませんが、 身近な野の花としてや
さしく見守りたいところです。 外来種
の繁茂や、 土の乾燥化の進行は生育
の脅威となります。

乾燥化競合


